
新会員代表者紹介／新学長紹介

　
任
期
満
了
で
退
任
し
た
芝
井

敬
司
前
学
長
の
後
任
と
し
て
、

前
田
裕
教
授
が
２
０
２
０
年
10

月
１
日
付
で
第
43
代
学
長
に
就

任
し
た
。

　
前
田
新
学
長
は
、１
９
５
６
年

大
阪
市
生
ま
れ
。工
学
博
士
。１
９

８
１
年
大
阪
府
立
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

大
阪
府
立
高
等
学
校
教
諭
、関

西
大
学
工
学
部
助
手
、専
任
講

師
、助
教
授
、教
授
を
経
て
２
０

０
７
年
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教

授
。２
０
０
８
年
同
学
部
長
、２
０

１
２
年
か
ら
２
期
８
年
間
、副
学

長
を
務
め
、そ
の
間
、研
究
推
進

部
長
、社
会
連
携
部
長
、国
際
部

長
、学
校
法
人
関
西
大
学
常
任
理

事
を
歴
任
。専
門
は
制
御
理
論
、

計
算
機
知
能
。

　
１
３
４
年
の
歴
史
を
持
つ
関

西
大
学
は
２
０
２
２
年
に
、大
学

昇
格
、ま
た
学
是「
学
の
実
化
」

の
提
唱
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

前
田
新
学
長
は
、不
確
実
性
の

高
ま
る
時
代
が
求
め
る
大
学
の

使
命
は
、社
会
を
先
導
す
る
人

材
づ
く
り
と
独
創
的
研
究
の
創

造
で
あ
る
と
し
、多
様
性
の
時
代

に
社
会
を
牽
引
す
る
関
西
大
学

の
発
展
を
目
指
す
。「
学
の
実
化
」

の「
学
理
と
社
会
と
の
調
和
」に

基
づ
き
、絶
え
ず
不
易
流
行
を

見
極
め
、変
化
を
恐
れ
ず
、挑
戦

す
る
関
西
大
学
を
つ
く
って
い
き

た
い
と
の
抱
負
を
掲
げ
て
い
る
。

前
田
　
裕

ま
え
　
だ

ゆ
た
か

関
西
大
学

関
西
大
学 

学
長

　
大
塚
𠮷
兵
衛
前
学
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、９
月
１
日
付
で
加

藤
直
人
文
理
学
部
教
授
が
学
長

に
就
任
し
た
。

　
加
藤
新
学
長
は
１
９
５
１
年

東
京
都
生
ま
れ
。１
９
７
４
年
日

本
大
学
文
理
学
部
史
学
科
卒
業
、

１
９
７
９
年
日
本
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
東
洋
文
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
満
期
退
学
、早
稲
田
大

学
に
て
博
士（
文
学
）取
得
。１
９

９
７
年
か
ら
日
本
大
学
文
理
学
部

教
授
、２
０
１
０
年
か
ら
文
理
学

部
長・文
学
研
究
科
長
、２
０
１
３

年
か
ら
副
学
長
等
を
歴
任
。専
門

分
野
は
東
洋
史
。主
な
著
書
と
し

て『
清
代
文
書
資
料
の
研
究
』、

『
内
国
史
院
檔 

天
聡
五
年
１・２
』

（
共
著
）な
ど
。新
学
長
は
２
０
１
９

年
に
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
た

日
本
大
学
で
、教
育
理
念
で
あ
る

「
自
主
創
造
」を
基
に
16
学
部
を

擁
す
る
大
規
模
な
総
合
大
学
で
あ

り
な
が
ら
、全
学
的
な
共
通
教
育

な
ど
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。特
に
こ
れ
ま
で

全
学
的
な「
ワ
ー
ル
ド・カ
フェ
」な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
取
り

組
み
を
実
行
し
て
き
た
が
、今
後

は
そ
の
評
価
や
機
能
性
を
検
証
し

問
題
点
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
る
。就
職
対
策
に
お
い

て
も
約
１
２
０
万
人
の
校
友
が
後

輩
を
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り
な

ど「
人
脈
の
強
化
」に
も
重
点
を

置
い
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

加
藤 

直
人

か
　
と
う

な
お
　
と

日
本
大
学

日
本
大
学 

学
長
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保
立 

和
夫（
ほ
た
て 

か
ず
お
）

豊
田
工
業
大
学
学
長
。東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
電
子
工
学
専
攻
博
士
課
程
修
了（
工

博
）。同
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
、理
事・副

学
長
を
歴
任
。本
学
副
学
長・教
授
を
経
て
、’19
よ

り
現
職
。

内
藤 

二
郎（
な
い
と
う 

じ
ろ
う
）

大
東
文
化
大
学
学
長
。’02
神
戸
商
科
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士（
経
済
学
）。’10
よ
り
大
東
文
化
大
学
経
済

学
部
教
授
、’20
よ
り
現
職
。専
門
は
現
代
中
国

経
済
論
。

杉
原 

保
史（
す
ぎ
は
ら 

や
す
し
）

京
都
大
学
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
長・教
授
。 

’89
年
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。教
育
学
博
士
。臨

床
心
理
士・公
認
心
理
師
。

西
浦 

太
郎（
に
し
う
ら 

た
ろ
う
）

甲
南
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー 

特
任
准
教
授・

学
生
相
談
室
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。

田
上 

正
範（
た
が
み 

ま
さ
の
り
）

追
手
門
学
院
大
学
基
盤
教
育
機
構
准
教
授
。’95

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。パ
ナ
ソ
ニッ
ク
㈱
を
経
て
、’15
か
ら
現
職
。共

著「
理
系
の
た
め
の
交
渉
学
入
門
」な
ど
。

早
川 

和
宏（
は
や
か
わ 

か
ず
ひ
ろ
）

東
洋
大
学
副
学
長
、学
生
部
長
、ウェル
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
長
、法
学
部
教
授
、弁
護
士
。’00
成
城
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
単
位
取

得
退
学
。

音 

好
宏（
お
と 

よ
し
ひ
ろ
）

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。’90
上
智
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。

専
門
は
メ
デ
ィ
ア
論
。主
著『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
現

代
的
展
開
』ほ
か
。

猪
瀬 

浩
平（
い
の
せ 

こ
う
へ
い
）

明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
。専
門
は
文
化
人

類
学・ボ
ラ
ン
テ
ィア
学
。著
書
は『
ボ
ラ
ン
テ
ィアっ

て
な
ん
だっけ
？
』（
岩
波
ブック
レット
）な
ど
。

矢
野 

泉（
や
の 
い
ず
み
）

広
島
修
道
大
学
副
学
長
。ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創

セ
ン
タ
ー
長
。博
士（
農
学
）。広
島
大
学
大
学

院
准
教
授
を
経
て
’15
よ
り
広
島
修
道
大
学
商
学

部
教
授
、’20
４
月
よ
り
現
職
。

筒
井 

の
り
子
（
つ
つ
い 

の
り
こ
）

龍
谷
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー

長
。’83
関
西
学
院
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

（
社
会
福
祉
学
専
攻
）博
士
課
程
前
期
課
程
修

了
。社
会
学
修
士
。’99
よ
り
龍
谷
大
学
社
会
学
部

教
授
。

牧
田 

東
一（
ま
き
た 

と
う
い
ち
）

桜
美
林
大
学
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
セ
ン
タ
ー
長
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
群
教
授
。’02
東
京
大
学
大
学

院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
、博
士（
学
術
）。主
著『
国
際
協
力
の
レッス
ン
』

な
ど
。

菱
河 

亮
平
（
ひ
し
か
わ 

り
ょ
う
へ
い
）

東
北
学
院
大
学
総
務
部
地
域
連
携
課
係
長
、東

北
学
院
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

所
属
。

光
田 

剛（
み
つ
た 

つ
よ
し
）

成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
・

法
学
部
教
授
。博
士（
法
学
）。成
蹊
大
学
講
師

等
を
経
て
’18
年
に
副
所
長
、’19
年
に
所
長
就
任
。

『
現
代
中
国
入
門
』（
編
著
）な
ど
。

安
田 

隆
二（
や
す
だ 

り
ゅ
う
じ
）

学
校
法
人
東
京
女
子
大
学
理
事
長
。カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
政
治
学
博
士
。マッ
キ
ン

ゼ
ー・ア
ン
ド・カ
ン
パ
ニ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、一
橋

大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
教
授
等
を
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歴
任
。

安
藤 

寿
康（
あ
ん
ど
う 

じ
ゅ
こ
う
）

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授・学
生
相
談
室
長
。

’８６
同
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
。博
士（
教
育
学
）。専
門
は
行

動
遺
伝
学
、進
化
教
育
学
。主
著『
な
ぜ
ヒ
ト
は

学
ぶ
の
か
』。

井
口 

知
子（
い
ぐ
ち 

ち
か
こ
）

大
正
大
学
学
生
相
談
室
相
談
員
。’03
大
正
大
学

大
学
院
人
間
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
専
攻
修
了
。

修
士（
臨
床
心
理
学
）。同
年
よ
り
現
職
。臨
床
心

理
士
。

元
田 

謙
太
郎（
も
と
だ 

け
ん
た
ろ
う
）

（
株
）三
菱
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
。’89
慶
應

義
塾
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
了
。専

門
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、危
機
管
理
な
ど
。

村
上 

大
和（
む
ら
か
み 

ひ
ろ
か
ず
）

（
株
）三
菱
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
。’98
東
京

都
立
大
学
大
学
院
都
市
科
学
研
究
科
修
士
了
。

専
門
は
防
災
計
画
、防
災
ま
ち
づ
く
り
な
ど
。

高
森 

裕
子（
た
か
も
り 

ゆ
う
こ
）

（
株
）三
菱
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
。’99
京
都

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
了
。専
門
は
社

会
保
障・ヘル
ス
ケ
ア
政
策
な
ど
。

吉
江 

弘
和（
よ
し
え 

ひ
ろ
か
ず
）

創
価
大
学
国
際
教
養
学
部
講
師
。上
智
大
学
卒

業
後
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
博
士
課
程
よ
り

Ph.D
.

取
得
。専
門
は
近
現
代
日
本
史
。

植
田 

和
男（
う
え
だ 

か
ず
お
）

共
立
女
子
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
長
、同
学
部
教

授
。’80
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
大
学
院
修

了
、Ph.D

.（
経
済
学
）、東
京
大
学
を
経
て
’17
よ

り
現
職
。主
著『
ゼ
ロ
金
利
と
の
闘
い
』な
ど
。

西
村 

美
佳（
に
し
む
ら 

み
か
）

学
校
法
人
文
教
大
学
学
園
経
営
企
画
課
。’05
青

山
学
院
大
学
国
際
政
治
経
済
学
部
卒
業
。

中
山 

惠
子（
な
か
や
ま 

け
い
こ
）

中
京
大
学
経
済
学
部
教
授
。名
古
屋
市
立
大
学

大
学
院
博
士
後
期
課
程
。博
士（
経
済
学
）。中
京

大
学
図
書
館
長・経
済
学
研
究
科
長
。主
著『
投

入
産
出
分
析
と
最
適
制
御
の
環
境
保
全
への
応

用
』な
ど
。

笹
倉 

香
奈（
さ
さ
く
ら 

か
な
）

甲
南
大
学
法
学
部
教
授
、甲
南
大
学
図
書
館

長
。一
橋
大
学
博
士
後
期
課
程
修
了
・
博
士（
法

学
）。専
門
は
刑
事
訴
訟
法
。

高
倉 

麻
子（
た
か
く
ら 

あ
さ
こ
）

サ
ッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表
監
督
。15
歳
で
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
、ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
、ア
ト
ラ
ン
タ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。現
役
引
退
後
は
若
手
や
指

導
者
の
育
成
に
従
事
し
、’16
か
ら
な
で
し
こ
ジャパン

を
指
揮
。

川
島 

葵（
か
わ
し
ま 

あ
お
い
）

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。上
智
大
学
文
学
部
卒
。 

’12
か
ら
フ
リ
ー
。東
海
ラ
ジ
オ「TO

KYO
 UPSIDE 

STATIO
N

」、「
川
島
葵
の
東
京
か
ら
も
歌
謡

曲
」な
ど
に
出
演
。

〈
お
断
り
〉本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、

　
　
　
　
で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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● 

９
月
１
日
㈫

第
４
回
常
務
理
事
会・第
４
回
理
事
会
に
出
席

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

● 
９
月
４
日
㈮

令
和
３
年
度
私
立
大

学
関
係
政
府
予
算

要
望
を
文
部
科
学

大
臣
等
に
手
交
。

▼
資
料
は
、下
記
の
私

大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

９
月
10
日
㈭

文
部
科
学
省
幹
部
と
の
懇
談
会
に
出
席

● 

９
月
18
日
㈮

私
大
連
役
員
選
考
委
員
会
に
出
席

● 

９
月
29
日
㈫

第
１
回
総
会・第
５
回
理
事
会
に
出
席（
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

10
月
20
日
㈫

第
６
回
理
事
会・第
５
回
常
務
理
事
会
に
出

席（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

　
日
本
私
立
大
学
連
盟
は
、私
立
大
学
の
コロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
係
る
課
題
や
実
情
を

広
く
共
有
す
る
と
と
も
に
、授
業
料
等
に
関
す
る

考
え
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
メ
デ
ィア
を
中
心
に「
大
学
の
対
面
授
業
は

い
つ
再
開
す
る
の
か
。学
生
た
ち
の
学
び
や
交
流

の
場
が
失
わ
れ
て
い
る
」等
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、私
立
大
学
の
対
面
授
業
再
開

の
努
力
と
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
大
学
の
実
情
を
広

く
社
会
に
発
信
し
、理
解
を
求
め
ま
し
た
。

▼
資
料
は
、下
記
の
私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
８
月
24
日
㈪
、25
日
㈫
の
２
日
間
に

わ
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
。73
法
人
74
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。教
学
担
当
理
事
の
観

点
か
ら
、各
加
盟
法
人
の
コロ
ナ
禍
で
の「
令
和
３

年
度
入
学
者
選
抜
の
課
題・対
応
等
」お
よ
び
、「
春

学
期
対
応
、秋
学
期
対
応
方
針
等
」に
つ
い
て
、参

加
者
間
で
意
見
交
換・情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
８
月
27
日
㈭
、28
日
㈮
の
２
日
間
に

わ
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
。83
法
人
88
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。教
学
に
関
す
る
最
高

責
任
者
で
あ
る
学
長
の
立
場
か
ら
、各
大
学
の
コロ

ナ
禍
対
応
の
現
状
や
課
題
、事
例
等
に
つ
い
て
参

加
者
間
で
情
報
交
換・情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
９
月
10
日
㈭
、11
日
㈮
の
２
日
間
に

わ
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
。56
大
学
56
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
の
状
況
や
課
題
につ
い
て
情
報
共
有

し
、今
後
の
取
組
への
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
、「
財
務
面
で
の
対
応
」、「
学
内
の
感
染
予
防

対
策
」、「
新
し
い
働
き
方
」、「
入
試
の
実
施
体

制
」の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
、参
加
者
間
で

意
見
交
換・情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
の
概
算
要
求
に
か
か
る
加
盟
校
へ

の
情
報
提
供
と
理
解
の
深
化
等
を
目
的
と
し
て
、

毎
年「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会
」を

行
って
い
ま
す
。本
年
度
は
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に

よ
り
、令
和
２
年
10
月
23
日
㈮
〜
令
和
２
年
11
月

９
日
㈪
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 0 . 0 9 - 1 0

私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
に
関
す
る
情
報
を
公
開

https://w
w
w
.shidairen.or.jp/

会
長
の
動
き

オ
ン
ラ
イ
ン
学
長
会
議
開
催
報
告

令
和
２
年
度
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
会
議

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）開
催
報
告

令
和
２
年
度
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る

説
明
会（【
第
１
回
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
】）

私
立
大
学
の「
対
面
授
業
再
開
」と

「
授
業
料
等
」に
関
す
る
見
解
を
公
表

令
和
２
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
教
学
担
当

理
事
者
会
議
開
催
報
告
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◆
阪
神・淡
路
大
震
災
以
降
、さ
ま
ざ
ま
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
社
会
に
広
が
り
、大

学
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
の
場
に
お
い
て

も
身
近
な
も
の
と
な
って
き
た
。か
つ
て
、

「
日
本
社
会
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
根
付
き

に
く
い
」と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、不
思

議
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。そ
の
一
方
で
、自

発
的
に
行
わ
れ
る
は
ず
の
活
動
が
、奉
仕

活
動
と
し
て
全
員
に
課
せ
ら
れ
た
り
、生

徒・学
生
の「
自
主
性
」を
は
か
る
課
外
活

動
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
た
り
す
る
例

も
あ
り
、大
学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
、問
題
点
を
共
有

し
、こ
れ
か
ら
の
課
題
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
た
。

　
今
回
の
特
集
を
通
じ
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
学
生
の
成
長
の
糧
に
な
って
き
た

こ
と
や
活
動
を
通
じ
た
地
域
貢
献・社
会

貢
献
の
多
様
性
を
改
め
て
実
感
し
、今
後

の
可
能
性
に
期
待
す
る
気
持
ち
が
強
く

な
っ
た
。人
と
人
と
の
直
接
的
な
交
流
が

十
分
で
き
な
く
なっ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、大

学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
につ
い
て
、

立
ち
止
まって
考
え
る
よ
い
機
会
に
なっ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。〈
広
報
・
情
報
委

員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
中
央
大
学

文
学
部
教
授 

松
田
美
佐
〉

◆
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学
の
課
題
の
中
に

は
、実
は
そ
れ
以
前
か
ら
課
題
で
あっ
た
も

の
が
、コロ
ナ
禍
を
通
じ
て
よ
り
鮮
明
化
し

た
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
座
談
会
及
び
小
特
集
連
動
企
画
に
あ
る

「
学
生
の
心
の
ケ
ア
」も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。学
生
の
多
様
化
が
進
み
、学
生
の
心
の

ケ
ア
に
対
す
る
窓
口
や
支
援
方
法
の
多
様

化
、多
角
化
の
必
要
性
は
以
前
か
ら
の
課

題
で
あ
っ
た
が
、今
回
の
企
画
で
、窓
口
を

担
当
す
る
部
署
だ
け
で
な
く
、あ
ら
ゆ
る

部
署
で
学
生
の
様
子
を
意
識
し
、横
断
的

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
状
況
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
分
かった
。

　
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
難
し
さ
は

学
生
だ
け
で
な
く
、教
職
員
を
含
む
構
成

員
す
べて
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。「
密
」

を
避
け
て
、ひ
と
り
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
と

き
、働
く
こ
と
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
外
だ
け
で
な
く
自
ら
の
内
に
も
求
め
る

こ
と
、そ
し
て
同
僚
に
積
極
的
に
声
を
掛

け
て
い
く
こ
と
、人
へ
感
謝
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
認
識
す
る
日
々
。い
ず
れ
も
コロ
ナ

禍
以
前
か
ら
課
題
で
あ
り
、大
切
で
あった

こ
と
だ
。引
き
続
き
、意
識
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
し
た
い
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大

学
時
報
分
科
会
委
員
・
上
智
大
学
総
務
局

Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
推
進
室
長 

中
山
映
〉

◆
リ
モ
ー
ト
取
材
と
な
っ
た
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ・イ
ン
タ
ビュ
ー
で
は
、サ
ッ
カ
ー
な
で
し

こ
ジ
ャパン
監
督
で
あ
る
高
倉
麻
子
さ
ん
の

お
話
を
伺
った
。画
面
越
し
に
も
伝
わ
る
太

陽
の
よ
う
な
笑
顔
は
、そ
の
お
人
柄
の
表
れ

か
と
思
う
。日
本
女
子
サッ
カ
ー
の
黎
明
期

と
も
い
う
べ
き
時
代
に
、一
心
に
ボ
ー
ル
を

追
い
続
け
た
思
い
、そ
の
時
々
の
人
と
の
出

会
い・周
囲
の
理
解
と
応
援
への
感
謝
の
気

持
ち
が
、監
督
と
し
て
選
手
た
ち
と
向
き

合
う
思
い
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

　
座
談
会
で
は
、誰
も
が
初
め
て
遭
遇
す

る
状
況
に
お
い
て
、学
生
の
心
に
寄
り
添

い
、ケ
ア
す
る
道
を
模
索
す
る
大
学
の
思

い
と
苦
悩
、挑
戦
と
可
能
性
に
触
れ
る
機

会
と
なっ
た
。

　
高
倉
監
督
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、い
ま

は〝
道
が
見
え
な
い
時
代
〞の
中
に
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。イ
ン
タ
ビュー・座
談
会
を

通
じ
て
感
じ
る
こ
と
は
、人
と
の
出
会
い
と

つ
な
が
り
が
、ど
れ
ほ
ど
人
の
心
と
人
生
を

豊
か
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。大
学

で
は
す
で
に
、対
面
型・ハ
イ
ブ
リッ
ド
型
授

業
な
ど
の
新
た
な
試
み
の
実
施
段
階
に

入
って
い
る
。ま
さ
に
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト

で
あ
る
。〈
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

加
賀
崎
奈
美
〉

編集後記

※内容は変更になる場合があります。次号予告 2021.1
NO.396

座談会「『教養教育』とは何かを考える」

特　集「大学キャンパスのマネジメント」

小特集「コロナ禍における入試広報」
だいがくのたから

東洋学園大学
大学点描

九州産業大学
クローズアップ・インタビュー

山下利奈さん（株式会社高橋書店編集者）
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一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学 習 院 女 子 大 学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学
兵 庫 医 療 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

金 沢 星 稜 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
桃山学院教育大学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

⎫
⎬
⎭

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学
大 阪 薬 科 大 学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百 合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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